
広島文化学園大学看護学部公開講座

「いのちの講座」

地域のなかでいのちと向き合う
－街角がん相談を始めて

2026年10月29日(木) 開場13:45

参加費

無料

公開講座 14:30～16:00
講演テーマ：地域のなかでいのちと向き合う －街角がん相談を始めて

会場 新日本造機ホール(くれ絆ホール)
〒737-0051 広島県呉市中央４丁目１－６

「がん」はだれにとっても身近な病気になっています。
「がん」に影響を受ける人は、当事者のみならず、家族、友人など様々な人が影響を受けます。
治療は病院でしますが、生活、暮らしは地域で続いていき、治療と仕事の両立、孤立や不安、経
済的負担などに直面します。病院でもなく、家でもなく、いつでもだれでも安心して、肩の荷が
下せ、本来の持っている自分自身の力を取り戻し、前に進むことができる居場所・・その試みを
皆さんにお伝えできればと思います。

主催 広島文化学園大学看護学部
共催 呉市
後援 広島文化学園大学人間健康学部

広島文化学園大学学芸学部
広島文化学園短期大学

お問い
合わせ

広島文化学園大学呉阿賀キャンパス

TEL 0823-74-6000
※事前のお申し込みは不要です。
参加を希望される方は当日会場へお越しください。

NPO法人がんケアリングセンター広島副代表理事

馬庭 恭子 先生

経歴
看護師・保健師・社会福祉士。聖路加看護大学大学院博士課程前期修了、日本
福祉大学医療経営学部卒業。訪問看護ステーション所長を経て、広島市議会議
員を20年間務める。医療・福祉の現場と行政の両面から地域社会を支え続けて
きた。現在はNPO法人がんケアリングセンター広島副代表理事として、がん患
者とその家族のケアに心血を注いでいる。

講師


